
 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 

 

 

 

 

 

 

平成３１年度を迎えて 
  

 

 平成 31年度の病院方針についてお知らせします。病院単独で決められないこともある 

ため、現状での方針となります。 

2016 年 4月に院長を拝命し、3年が過ぎました。スタッフの努力もあり、徐々にではあり

ますが、病院の体制が整備されてきたように感じます。組織図が見直され、病院執行部のメ

ンバーが各々の役割を自覚し、各部署の連携や会議の在り方、各委員会での検討事項の確認、

組織横断的チーム医療の推進などに取り組み、病院全体として着実に進歩しています。また

さまざまな取り組みで、仮説を立て、実行し、検証するというＰＤＣＡサイクルも少しずつ

運用できるようになってきました。 

病院全体の取り組みでは、昨年末から耐震性について報道でも取り上げられたように病院

建替えの問題があります。2017 年にすでに基本構想ができあがっていますが、本年度からは

さらに具体的な基本計画、引き続きの基本設計など早期の建替えに向かう準備が始められた

らと考えています。大和高田市との連携が欠かせない大事業となります。 

また、昨年 10 月以来、葛城地区の二次救急輪番が開始され、救急の応需率の上昇や搬送先

病院の決定までの時間短縮など、統計的な資料からも葛城地区の救急体制の改善が示され、

順調に運用されています。本年度は、輪番病院群と救急隊、奈良県立医科大学との連携をさ

らに深め、在宅医療や介護施設などの支援強化に繋げることをめざしています。 

次に、以前にもお知らせしたように、本年度は、周産期医療・小児医療の充実をはかる方

針です。新たに小児科に医師を迎え、当院産婦人科および周辺の小児科開業医との連携を強

化して行く予定です。安心して出産・子育てが行える街づくりをめざします。 

最後に、今年のゴールデンウィークは 10 連休となりますが、地域の医療に空白をきたさな

いため、4月 30 日から 5月 2日までの 3日間は開院します。ただし、診療科によっては休診

となる科もありますので、来院する場合は、事前にホームページなどで確認のうえ、きてく

ださい。 

院長 岡村 隆仁 

 

 

 

 

 

 

 


